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別刷り
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今
月
の
テ
ー
マ

放
射
線
量
１
カ
月
の
推
移
…
…
…
…
…

年
度
も
対

数
維
持

国
は
縮
小
方
針

財
源
確
保
が
課
題

歌
手
の
千
昌

夫
さ
ん
が
歌
う

「
北
国
の
春
」

は
わ
が
子
へ
の

愛
が
に
じ
む
。

♪
季
節
が
都
会
で
は
わ
か

ら
な
い
だ
ろ
う
と

届
い

た
お
ふ
く
ろ
の
小
さ
な
包

み
｜
。「
お
ふ
く
ろ
の
味
」

は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

恋
し
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い

▼

族
そ
ろ
っ
て
の
食
事

は
「
お
い
し
い
こ
と
」
「
健

康
へ
の
配
慮
」
「
品
数
の

多
さ
」
を
重
視
し
て
い
る
。

一
方
、
自
分
一
人
だ
け
の

食
事
で
は
「
手
間
を
か
け

な
い
」
「
節
約
」
が
目
立

っ
た
。
東
京
の
食
品
製
造

会
社
が
全
国
の
既
婚
女
性

を
対

に
調
べ
た
。
母
親

の
多
く
は

族
を
第
一
に

考
え
る
。
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
に
気
を
配
り
、
笑
顔
を

思
い
描
き
な
が
ら
台
所
に

立
つ
。
一
品
一
品
に
愛
情

と
い
う
隠
し
味
を
込
め
る

▼
「
北
国
の
春
」
の
包
み

の
中
身
に
は
諸
説
あ
る
。

山
菜
や
手
作
り
の
山
菜
加

工
品
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
と
い
う
。
主
人
公

は
、
古
里
の
味
や
母
親
の

深
い
思
い
に
触
れ
、
生
ま

れ
育
っ
た
土
地
の
情
景
を

懐
か
し
ん
だ
に
違
い
な

い
。
歌
は
♪
あ
の
故
郷
へ

帰
ろ
か
な
｜
と
続
く
。
け

れ
ど
も
、
本
県
で
は
震
災

と
原
発
事
故
で
帰
り
た
く

て
も
帰
れ
な
い
人
も
多
い

▼
き
ょ
う
は
「
母
の
日
」

だ
。
花
を
手
に
母
を
訪
ね
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
照
れ

ず
に
言
お
う
。
み
そ
汁
や

肉
じ
ゃ
が
、
卵
焼
き
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
…
。
食
卓
に

並
ぶ
手
料
理
に
は
、
変
わ

ら
ぬ
愛
が
あ
る
。
古
里
の

大
切
さ
も
心
に
染
み
る
。

集
団
的
自
衛
権

周
辺
有
事
で
政
府
検
討

政
府
は
集
団
的
自
衛
権

の
容
認
問
題
で
、
朝
鮮
半

島
有
事
な
ど
周
辺
事
態
に

際
し
て
は
、
行
使
の
前
提

と
し
て
想
定
す
る
六
条
件

の
う
ち
「
日
本
の
安
全
に

大
き
な
影
響
が
出
る
場

合
」
を
、
よ
り
限
定
的
に

定
義
す
る
方
向
で
検
討
に

入
っ
た
。
表
現
が
あ
い
ま

い
で
政
府
の
裁
量
が
大
き

す
ぎ
る
と
の
指
摘
へ
の
配

慮
か
ら
だ
。
「
事
案
の
規

模
、
態
様
、
推
移
な
ど
か

ら
、
放
置
す
れ
ば
、
わ
が

国
に
戦
禍
が
及
び
か
ね
な

い
状
況
」
と
補
足
説
明
す

る
案
が
浮
上
し
て
い
る
。

政
府
関
係
者
が
十
日
明
ら

か
に
し
た
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

行
使
容
認
に
慎
重
な
公

明
党
の
理
解
獲
得
に
つ
な

が
る
か
は
見
通
せ
な
い
。

安
倍
晋
三
首
相
は
、
有

識
者
に
よ
る
「
安
全
保
障

の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に

関
す
る
懇
談
会
」
（
安
保

法
制
懇
）
か
ら
十
三
日
以

降
に
報
告
書
を
受
け
取

り
、
速
や
か
に
記
者
会
見

し
て
憲
法
解
釈
変
更
の
原

案
と
な
る
「
政
府
方
針
」

に
関
し
見
解
を
表
明
す

る
。報

告
書
は
、
集
団
的
自

衛
権
は
抑
制
的
に
運
用
す

べ
き
だ
と
し
て
、
行
使
の

前
提
に
六
条
件
を
課
す
こ

と
を
提
言
す
る
方
向
。
政

府
は
六
条
件
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

た
だ
主
要
な
条
件
の
一

つ
の
「
日
本
の
安
全
に
影

響
が
出
る
場
合
」
と
の
表

現
が
「
漠
然
と
し
て
い
る
」

（
官
邸
筋
）
と
の
声
が
出

て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
広
野
（
広

野
町
）
｜
竜
田
（
楢
葉
町
）

駅
間
の
運
行
再
開
に
向
け

た
試
運
転
は
十
日
、
両
駅

間
で
行
わ
れ
、
線
路
の
状

態
や
踏
切
の
作
動
状
況
な

ど
を
点
検
し
た
。
Ｊ
Ｒ
水

戸
支
社
広
報
室
に
よ
る

と
、
運
行
に
問
題
は
な
か

っ
た
。

四
両
編
成
の
回
送
列
車

が
八
・
五
㌔
区
間
を
三
往

復
し
た
。
楢
葉
町
側
は
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
伴
う
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
と
な
っ
て
い

る
。
回
送
列
車
が
近
づ
く

と
、
原
発
事
故
か
ら
三
年

二
カ
月
ぶ
り
に
踏
切
の
警

報
音
が
鳴
り
響
い
た
。

い
わ
き
市
の
仮
設
住
宅

か
ら
竜
田
駅
近
く
の
自
宅

に
一
時
帰
宅
し
た
楢
葉
町

井
出
の
無
職
菜
花
久
美
子

さ
ん
七
二
は
「
避
難
す
る

前
は
ガ
タ
ン
、
ゴ
ト
ン
と
、

列
車
が
走
る
音
が
と
て
も

う
る
さ
か
っ
た
け
ど
、
今

は
と
て
も
懐
か
し
い
。（
運

行
再
開
に
よ
っ
て
）
み
ん

な
が
地
元
に
戻
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
」
と
願
っ
て
い

た
。Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
両
駅
間

の
運
行
を
六
月
一
日
に
再

開
す
る
方
向
で
調
整
し

て
い
る
。
楢
葉
町
の
帰
町

判
断
を
待
っ
て
正
式
決

定
す
る
。
運
行
再
開
に
備

え
、
十
一
日
か
ら
は
乗
務

員
に
よ
る
訓
練
運
転
を
行

う
。

ＴＰＰ早期妥結へヤマ場
あすから交渉 知的財産や関税協議

常
磐
線
広
野
｜
竜
田

葉楢

間

竜
田
駅
（
後
方
）
か
ら
広
野
駅
へ
向
か
う
試
運
転
の

回
送
列
車
‖

日
午
前

時

分
ご
ろ
、
楢
葉
町

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
い

県
が
平
成
二
十
五
年
度

に
実
施
し
た
農
林
水
産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
検
査
で

野
菜
・
果
実

の
全
て
が
食
品
衛
生
法
の
基
準
値

現
在
は
一
㌔
当
た
り
一
〇
〇

以
下
と
な
っ
た

二
十
三
年
度
の
検
査
開
始
以
来

初
め
て

全
食
品

群
で
も
基
準
値
超
の
割
合
が
大
幅
に
減
少
し
た

県
は
風
評
払
拭

ふ

っ
し
ょ
く

に
向
け

二
十
六
年
度
の
検
査
対

を
前
年
度
と
同
じ
四

百
六
十
一
品
目
と
し
た

た
だ

厚
生
労
働
省
が
検
査
対

の
縮
小
を

打
ち
出
す
中

継
続
実
施
に
向
け
た
財
源
確
保
が
課
題
と
な
る

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

日
米
な
ど
十
二
カ
国
が

参
加
す
る
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
交
渉

が
、
十
二
〜
十
五
日
に
ベ

ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
で

開
催
さ
れ
る
首
席
交
渉
官

会
合
を
振
り
出
し
に
始
ま

る
。
日
米
協
議
が
、
安
倍

晋
三
首
相
と
オ
バ
マ
大
統

領
に
よ
る
四
月
の
首
脳
会

談
を
機
に
進
展
し
た
こ
と

に
よ
り
、
十
二
カ
国
の
全

体
交
渉
を
推
進
す
る
機
運

は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
早

期
妥
結
に
向
け
た
ヤ
マ
場

を
迎
え
そ
う
だ
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
ベ
ト

ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

新
興
国
と
米
国
の
間
で
意

見
の
隔
た
り
が
埋
ま
ら
な

い
知
的
財
産
や
国
有
企
業

な
ど
の
扱
い
が
難
航
し
て

い
る
。
各
国
が
着
地
点
を

見
い
だ
し
て
「
大
筋
合
意
」

で
き
る
の
か
が
最
大
の
焦

点
だ
。
二
国
間
を
中
心
に

交
渉
す
る
関
税
協
議
も
多

く
の
対
立
点
が
残
る
。

鶴
岡
公
二
首
席
交
渉
官

は
十
日
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
へ

の
出
発
前
に
成
田
空
港
で

記
者
団
の
取
材
に
応
じ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
し
「
ま

だ
課
題
が
相
当
残
っ
て
い

る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
取

り
ま
と
め
に
向
け
て
積
極

的
に
動
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
示
し
た
。

首
席
交
渉
官
会
合
の

後
、
十
七
、
十
八
両
日
に

中
国
・
青
島
で
開
か
れ
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
貿

易
相
会
合
に
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
参
加
す
る
各
国
の

閣
僚
が
集
結
す
る
。
閣
僚

ら
は
貿
易
相
会
合
を
終
え

た
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

移
動
し
、
十
九
、
二
十
両

日
に
閣
僚
会
合
を
開
く
予

定
だ
。

日
米
両
政
府
は
、
四
月

下
旬
の
甘
利
明
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担

当
相
と
フ
ロ
マ
ン
通
商
代

表
に
よ
る
会
談
で
、
関
税

率
や
関
税
の
引
き
下
げ
期

間
、
緊
急
輸
入
制
限
（
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
）
と
い
っ
た

複
数
の
要
素
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
双
方
が
折
り

合
え
る
条
件
を
探
る
こ
と

で
合
意
し
た
。

玄米 1 28 601 7135238 0 1724
穀類 玄米除く 8 554428 102169 3 607
野菜・果実 232 05806 77264 145 6010
原乳 1 0 405 0 441 15 651
肉類 5 04888 06310 0 5001
鶏卵 1 0 133 0 144 0 221
牧草・飼料作物 ― 192368 481664 162 773
水産物 146 2378282 8796037 227 3330
山菜・キノコ 64 801377 901090 127 922
その他
（樹実類など） 3 0 63 1 68 2 51

合 計 461 41928351110660425 68119290
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食品群
品
目
数

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
年度 年度 年度

基準値
超 過

基準値
以 下

基準値
超 過

基準値
以 下

暫定基準
値超過

暫定基準
値以下

※ 年度は６月から検査を始めたため点数が少ない。 年度の玄
米は、全量全袋検査とサンプル調査を合わせて実施したため点
数が多い。穀類などで検体数が増えているのは、出荷制限の解
除に向けて詳細なサンプリングを行ったため

県が実施している農林水産物の放射性セシウム検査の結果 単位：点

■
減
少
傾
向

平
成
二
十
三
年
度
か
ら

二
十
五
年
度
ま
で
の
食
品

群
別
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

検
査
結
果
は
【
表
】
の
通

り
。
野
菜
・
果
実
が
三
年

目
で
初
め
て
、
検
査
し
た

五
千
八
百
六
点
全
て
が
食

品
衛
生
法
の
基
準
値
（
一

㌔
当
た
り
一
〇
〇

）
以

下
と
な
っ
た
。
木
の
実
な

ど
を
含
む
「
そ
の
他
」
も

初
め
て
年
間
を
通
し
て
基

準
値
超
え
が
ゼ
ロ
だ
っ

た
。
原
乳
、
肉
類
、
鶏
卵

は
前
年
度
と
同
じ
く
基
準

値
を
超
え
た
検
体
は
な
か

っ
た
。

検
査
し
た
全
て
の
農
林

水
産
物
の
う
ち
、
基
準
値

超
が
占
め
る
割
合
は
二
十

三
年
度
は
３
・
４
％
だ
っ

た
が
、
二
十
四
年
度
は
１

・
８
％
、
二
十
五
年
度
は

■
異
な
る
対
応

１
・
４
％
と
減
少
傾
向
が

進
ん
で
い
る
。

厚
労
省
は
三
月
下
旬
、

本
県
を
含
む
東
北
、
関
東

な
ど
十
七
都
県
の
検
査
対

品
目
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
見
直
し
、
九
十
八
品
目

か
ら
六
十
五
品
目
に
約
三

割
減
ら
し
た
。
規
模
を
縮

小
し
た
理
由
に
つ
い
て
厚

労
省
は
「
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
な
い
食
品

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
効

率
的
な
検
査
を
図
る
た
め

に
見
直
し
が
必
要
だ
と
判

断
し
た
」
と
説
明
す
る
。

一
方
、
県
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
品
目
に
独
自
の
検

査
品
目
を
加
え
た
四
百
六

十
一
品
目
で
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
二
十
六
年
度

も
品
目
数
を
維
持
す
る
。

県
環
境
保
全
農
業
課
は

「
安
全
確
保
と
風
評
払
拭

の
観
点
か
ら
品
目
の
規
模

を
継
続
す
る
必
要
が
あ

■
基
金
頼
み

る
」
と
強
調
。
当
面
の
間
、

同
規
模
で
検
査
を
続
け
る

考
え
だ
。

県
は
検
査
の
際
に
サ
ン

プ
ル
を
生
産
者
か
ら
買
い

取
り
、
放
射
性
物
質
濃
度

を
調
べ
て
い
る
。
サ
ン
プ

ル
の
購
入
費
な
ど
検
査
に

必
要
な
費
用
は
年
間
約
一

億
五
千
万
円
で
、
県
の
県

民
健
康
管
理
基
金
を
取
り

崩
し
て
充
て
て
い
る
。

検
査
を
始
め
た
平
成
二

十
三
年
六
月
当
初
、
検
査

に
使
え
る
基
金
の
枠
は
約

二
十
億
円
あ
っ
た
が
、
二

十
六
年
五
月
現
在
の
残
高

は
約
六
億
円
。
検
査
以
外

の
事
業
費
に
も
充
て
て
い

る
た
め
、
数
年
以
内
に
は

底
を
突
く
計
算
だ
。

県
は
検
査
の
対

品
目

■
生
産
者
と
温
度
差

を
維
持
す
る
た
め
、
国
に

安
定
的
な
財
源
づ
く
り
を

求
め
る
方
針
。
だ
が
、
厚

労
省
が
対

品
目
の
縮
小

に
動
く
中
、
十
分
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
か
は
不
透

明
だ
。

生
産
者
側
か
ら
は
厚
労

省
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
不
満
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
新
ふ
く
し

ま
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
は
「
国
の
感
覚
は

現
場
と
懸
け
離
れ
て
い

る
。
風
評
は
ま
だ
ま
だ
根

強
い
。
検
出
さ
れ
な
い
か

ら
検
査
を
や
ら
な
い
と
い

う
選
択
肢
は
あ
り
得
な

い
」
と
現
場
と
の
温
度
差

を
指
摘
す
る
。

福
島
第
一
原
発
で
は
、

事
故
か
ら
三
年
が
経
過
し

て
も
依
然
と
し
て
汚
染
水

問
題
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
で
い
る
。
廃
炉
作
業

に
は
三
十
年
か
ら
四
十

年
か
か
る
と
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会

農
業
振
興
課
の
担
当
者
は

「
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
）

一
体
い
つ
ま
で
続
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と

思
う
時
も
あ
る
」
と
し
な

が
ら
も
、
「
少
な
く
と
も

原
発
の
汚
染
水
問
題
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
が
全
く
起
き

な
い
段
階
に
な
る
ま
で

は
検
査
は
必
要
だ
」
と
訴

え
る
。
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